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研究成果の概要 

今年度は『環状分子の空孔を主鎖が貫通した可動性架橋』と『非共有結合・相互作用に基づく

可逆的結合』を基盤に、高分子材料の安定化のための機構解明や、設計方法の構築を行った。 

高島グループでは、シクロデキストリンのホスト-ゲスト錯体を無機高分子や導電性高分子に導入

し、強靭化や自己修復性付与に成功した。また、高い力学物性と運動効率を有する光応答性ナイ

ロン材料を構築した。更に環状ポリフェニルサルファイトをホスト分子として用いた新しい安定化設

計を確立した。 

 宇山グループでは、セルロースナノクリスタル（CNC）にゲスト分子を修飾した超分子フィラーを作

製し、これを補強材として利用した複合ハイドロゲルを開発した。ホスト分子を有するゲルマトリック

スに超分子フィラーを複合化しフィラー/マトリックス界面にホスト-ゲスト錯体を導入することで、ゲル

の強度・靭性を改善できることを明らかにした。 

小西グループでは複数の可動性架橋ネットワークを複合した材料の延伸過程の構造解析につ

いて行った。材料特性の向上を示す材料の延伸初期に特異な散乱パターンが現れることを確認

し、延伸過程での特異な構造変化と材料特性の向上との関係を明らかにした。 

上辻グループでは、第一原理計算に基づく複合界面の原子論的力学特性評価に対して、計算

モデルの基礎検討を行った。異種材料接着接手を対象とし、原子論的接着強度を引張負荷試験

と比較し、その有効性を明らかにした。一方、セルロース複合材料のマルチスケール解析では、可

動性架橋を導入した母材高分子の改質が機械的特性に及ぼす影響を体系的に明らかにした。ま

た、ひずみエネルギーに基づく新たな指標を提案し、複合材料の力学的特性設計法を構築した。 
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